
小学校 国語 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを
見付けることができるか

【学習指導要領の内容】思考力、判断力、表現力等：Ｂ書くこと（５・６カ）

【評価の観点】思考･判断･表現

【問題形式】記述式

３二 正答率 無解答率

和泉市 36.4 16.1

全国
（公立） 37.7 14.5

指導改善のポイント

★条件を踏まえて文を書くなど、文で表現する活動を積み重ねる
・読み手に考えがよく伝わるようにするために、目的や意図に応じて、詳しく書く必要
のある場合や簡単に書いた方が効果的である場合などを判断しながら書き表し方を工
夫する。

★文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見
付ける

・伝え合う経験を積み重ね、自分の文章のよいところを見付けたり、それを言葉で表
したりすることを大切にする。

・自分が書いた目的や意図を相手に伝えたり、感想や意見を具体的に伝え合ったりす
ることができるようにすると効果的です。

３四 ㈠から㈡に書き直した際、気を付け
た内容として適切なものを選択する

【課題】 行の中心に文字の中心を
そろえて書き直していることを捉え
ることができていないことに課題が
ある。

★普段から漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書く
・相手にとって読みやすいかという意識をして書くことを指導することが重要。書写で学習
したことを日常生活で活かすことを意識できるよう指導することも大切。

指導改善のポイント

【課題】 条件に合う言葉や文を取り上げること、また条件に合わせ
て文章を構築し、表現することに課題がある。

３二 【伝え合いの様子の一部】を基に，【文章２】のよさを書く

【出題の趣旨】漢字や仮名の大きさ、配列に注
意して書くことができるか

【学習指導要領の内容】我が国の言語文化に関
する事項３・４エ(イ)

【評価の観点】知識及び技能

【問題形式】選択式



小学校 算数 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】伴って変わる二つの
数量が比例の関係にあることを用い
て、未知の数量の求め方と答えを式
や言葉を用いて記述できるか

【学習指導要領の領域】C変化と関
係５（1）イ（ア）

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】短答式

【課題】日常の具体的な場面に
対応させ、２人で飲み物を分け
た時、量は半分でも果汁の量は
変わらないことを理解できてい
ない。

１（４） 正答率 無解答率

和泉市 34.5 0.9
全国

(公立） 34.8 1.1

【課題】目的に合った概数
にして計算する方法を選ぶ
ことができていない。

概数にして計算するとよい
と考えることができたが、
目的に合った概数にして計
算する方法を選ぶことがで
きていない

１（４）８５×２１の答えが１４７０より必ず大きくなることを判断するための
数の処理の仕方を選ぶ

２（４） 正答率 無解答率

和泉市 45.3 4.9

全国
（公立） 48.0 5.5

２（４）果汁３０％の飲み物に果汁が１８０ml入っているときの、飲み物の量の求め方

指導改善のポイント

【出題の趣旨】日常生活の問題

を解決するために、目的に応じ
て、数量の関係に着目し、数の
処理の仕方を考えることができ
るか

【学習指導要領の領域】Ａ数と
計算４（２）イ（ア）

【評価の観点】思考･判断･表現

【問題形式】選択式

★目的に合った数の処理の仕方を考えることができるようにする
・日常生活において、数の大きさを見積もる必要があるときは、目的に応じて数
を大きくみたり小さくみたりして、概算できるようにすることが重要である。
その際、概数にする方法である切り上げ、切り捨て、四捨五入を用いて計算し、
どの方法が適切であるかを判断できるようにすることが大切です。

・子どもたちの日常生活に落とし込んだ課題設定をしながら、子どもたちが常に
既習事項をどのように実生活に生かせるかを考えられる授業づくりが必要です。
どんなときに、どんな方法で解決できるかを十分に考えることができる活動を
取り入れることが大切です。

指導改善のポイント

選択問題であるにも関わらず、全
国的にみても算数（本調査）にお
いて正答率が最も低い結果となり
ました。

★算数の授業でも言語活動を大切にする
・じっくり考え、それをことばとして表現で
きる時間を設定することが大切です。

★「日常の具体的な場面」に対応させて
割合を捉える
・日常生活の事象において、二つの量の関係
を表す数である割合が変わらないことを豊
富に体感させることが大切です。割合の学
習の際、数や式を日常の具体的な場面に関
連付けて理解できるようにすることが大切
です。



小学校 理科 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】自然の事物・現象か
ら得た情報を、他者の気持ちの視点
で分析して、解釈し、自分の考えを
もち、その内容を記述できるか

【学習指導要領の領域】「粒子」を
柱とする領域4A⑵ア(ウ),5A⑴ア
(ウ)

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

【課題】自然の事物・現象から得
た情報を分析し、解釈し、解決で
きるかまで検討して、自分の考え
を持つことに課題がある

４（４） 正答率 無解答率

和泉市 52.3 7.2

全国
（公立） 62.0 6.2

【課題】水が水蒸気になる現象について、科学的な言葉や概念の理解
に課題がある

４（４）鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は、何が変化したものかを書く

２（４） 正答率 無解答率

和泉市 36.5 10.2

全国
（公立） 39.3 8.7

２（４）凍った水溶液について、試してみたいことをもとに、見出された問題を解く

指導改善のポイント

【出題の趣旨】水は水蒸気になって空気中に
含まれていることを理解しているか

【学習指導要領の領域】「粒子」を柱とする
領域4A⑵ア(ウ)、「地球」を柱とする領域4B
⑷ア(イ)

【評価の観点】知識・技能

【問題形式】短答式

★知識をより深く理解できるようにする
・知識をより深く理解するためには主体的な問題解決を通して知識を習得し、学
習の効果を日常生活との関わりの中で捉えなおすことができるようにすること
が重要です。指導にあたっても、そのような場面を設定しながら授業をすすめ
ることが大切です。

指導改善のポイント
★自然の事物・現象に働きかけて得た事実について、自分や他者の気づきを
もとに分析して、解釈し、問題を見いだすことができるようにする。
・事実を比較し、差異点や共通点を捉えることができるようにすることが重要です。
・指導にあたっては、自然の事物・現象に働きかけて得た事実について、話し合う
中で、自分や他者の気づきを捉え、主に差異点や共通点をもとに、問題を見いだ
す場面を設定することが大切です。


